
学びを生かす
校長 竹下 誠

今月の１日（金）に第56回文化祭を開催しました。短期
間での準備であったにもかかわらず，子供たちは立派な取
り組みを行ってくれました。子どもたちの持っているエネ
ルギーやパワーを感じることのできる充実した文化祭であ
ったと思います。
さて，「ピタゴラスイッチ」というNHK教育テレビ（Eテレ）

で放送されている幼児向けの番組をご存じでしょうか。身
近なことから日常の中に隠れているルールを発見したり，
考え方を育てる番組です。番組では，転がったボールがド
ミノを倒し，その力がシーソーに伝わり，また次の動きを
生むといったような装置（ピタゴラ装置）が紹介されたり
します。
ずいぶん前のことになりますが，ある県の県立工業高校

生がこのピタゴラ装置に挑戦する番組が放送されていまし
た。その高校は電気，建築，溶接，情報，デザインなど数
多くの学科が設置してあり多くの生徒が学んでいます。施
設も県立高校とは思えない程，非常に充実していました。
生徒たちはそれぞれ，学科の専門性を生かした装置を真

剣に，そして何よりも楽しそうに作っていきます。数日間
の準備を経ていよいよ本番となりました。屋上から転がさ
れたボールが起点となり校舎の各階に設置された各学科の
装置が連動して動いていきます。途中では，装置の動きだ
けでなく，相撲部の生徒がパフォーマンスを披露するとい
ったユーモアや笑いも織り交ぜながらすばらしいピタゴラ
装置が完成しました。
私自身も過去に担任をしていた頃，文化祭でピタゴラ装

置に挑戦したことがあり，番組を見て非常に感動したこと
を今でも覚えています。装置がうまく動いたこともそうで
すが，それよりも高校生が普段から真剣に勉強をして専門
の知識を身につけていることや，学んだことを生かしてみ
んなが一つになって取り組んでいることに感動しました。
きっと将来，様々な分野で活躍する人になる生徒たちであ
ろうと思いました。以前から感じていたことですが，高校
の３年間が人生の中でも最もエネルギッシュでキラキラと
輝いており，発想豊かで人としての成長も大きいのではな
いかと思います。この年になると，うらやましくて仕方が
ありません。
本校の子どもたちも，学んだことや経験したことを日常

で生かせる力を身に付け，中学校の３年間を高校での学び
に生かし，キラキラと輝く青年に成長して欲しいと思いま
す。

第56回文化祭

11月１日(金)に第56回文化祭が行われました。多くの保護者の
見守る中，生徒は堂々と発表しました。
その他にも，各教科や総合的な学習の時間で制作した学年部の
作品など，今までの学習の成果を展示しました。どの作品も丁
寧で，真剣に取り組んだものばかりでした。舞台発表は九面太
鼓保存会の指導を受けた3年生の太鼓,1･2･3年生の劇，英語暗唱，
朗読演奏，各学年代表のダンス,吹奏楽部など，様々な取組を披
露してくれました。短い時間でよく仕上げました。文化的な質
の高い牧園中の文化祭。今後もこの伝統を引き継いていってく
ださい。保護者の皆様,地域の皆様,ご来場ありがとうございま
した。今後とも，牧園中学校へのご理解，ご協力のほどどうぞ
よろしくお願い申し上げます。

３年九面太鼓 １年劇

英語暗唱 ２年劇

朗読演奏 吹奏楽部

３年劇 全体合唱

12月行事

３日(火) 避難訓練（火災想定）⑥
９日(月) 第2回学校評議委員会
14日(土) 学級対抗持久走・駅伝競走大会②③
17日(火）人権学習会⑤⑥
23日(月) メディアコントロールデー＆子どもと一緒に読書の日

24日(火) ２学期終業式，大掃除，学活
＊１・２年生は12月27日（金）までバス使用可
バス運行 ＊３年生は終業式まで

＊来年【令和７年は1月８日（水）始業式から】

第６回なんこ大会 開催！

11月９日（土）にPTA主催第６回なんこ大会が行われました。生徒の
団体戦のみで実施しました。鹿児島で昔から行われている郷土の「遊
び」に触れ，家族でなんこ遊びを通して，家族団らんやメディアコン
トロールに繋げることを目的として６回目の取組です。今年は31名が
参加しました。優勝は３年生のチーム名「ばいきんまんチーム（３年
Ｂ）」でした。ＰＴＡ役員・理事の方々には，大変お忙しい中スムーズ
な運営への御協力ありがとうございました。

鹿児島工業高等専門学校 出前授業

11月９日（土）に鹿児島工業高等専門学校出前授業（３年技術）が
行われました。バギーカーを動かす電子回路の組み立てや，Wi-Fiを利
用して遠隔で操作するプログラミングに挑戦しました。難しい専門用
語に多少戸惑う場面もありましたが講師の先生のサポートを受けつつ，
協力しながら回路の配線，プログラミングしたことに手ごたえを感じ
ているようでした。社会とテクノロジーの関係が密接になっていくこ
れからのAI時代を生き抜くために，今回の学習を生かしてほしいと思
います。


